
「医学生・看護学生・薬学生のための

オンライン地域医療実習と今後の展開」

〜へき地は医師をステキにする〜
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令和4年2月18日（金）

「第13回全国シンポジウム」

ICTを活用したこれからの地域医療／プライマリケア教育・研修を考える

山口県立総合医療センター
へき地医療支援センター

原田 昌範

Support Center for Rural Medicine (SCRUM)

Yamaguchi Prefectural Grand Medical Center



家庭医療専門医
（何でも診ましょう科）

◯ 山口県立総合医療センター へき地医療支援センター センター長

へき地支援：巡回診療・代診・医師派遣（休日急患診療所、へき地診療所）

総合内科（入院）・人間ドック・NST・DMAT隊員

長州総合診療プログラム 責任者

◯ 山口県庁医療政策課 主幹（医師確保対策班・へき地医療担当）

健康増進課 主幹（新型コロナウイルス感染症対策室）

◯ 山口大学医学部 非常勤講師／神戸大学医学部 非常勤講師

◯ 公益社団法人地域医療振興協会 理事・山口県支部長

◯ 日本遠隔医療学会 へき地遠隔医療分科会長

卒
後
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自治
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地域

山口県立総合医療センター
へき地医療支援センター

義務年限 山口県ドクタープール FA

自己紹介

県庁

県総

2000年
自治医科大学卒業
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過疎地域自立促進特別措置法
離島振興法
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【へき地】 県土の約６割
人口 180,000人（約13%）

山口県保健医療計画（へき地医療）



３5歳未満の若い医師が減少
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医師の平均年齢 5３.０歳：全国一位

◯若手医師の減少

◯へき地・中山間地域を支えている医師の高齢化

へき地・中山間地域の
診療所で病気等を理由
にリタイア
（H25〜Ｒ１年度）

萩市

松井医院（田万川）

松原医院（須佐）

周南市

大津島診療所

鹿野診療所

長沼医院（和田）

上関町

祝島診療所

上関町診療所

光市

牛島診療所

山口市

井上医院・亀田医院



診療科の偏在
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小児科、産婦人科、救急科、麻酔科、外科

放射線治療科、病理診断科、呼吸器内科

膠原病科、脳神経外科

腎臓内科、感染症科

総合診療科

進む専門分化

山口県の各診療科の医師の伸び率（医療施設従事）

高齢になるほど
複数の疾患を持つ
multimorbidity

※　内科は、腎臓内科、糖尿病内科、血液内科、感染症内科を含む。
　　外科は、乳腺外科、消化器外科を含む。
　　産婦人科は、産科を含む。
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すべての専門診療科をへき地に揃えるのは不可能



山口県でも「総合診療専門医」の育成を！

在宅医療

介護保険への
関わり予防接種

健康診断

健康教育

学校医

産業医

慢性疾患の管理

「まず診る・相談できる医師、地域も診る医師」

急性疾患の
管理

地域包括ケア
への関わり



どこでも「地域包括ケアシステム」

⚫団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、重度な要介護
状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現し
ていきます。（以下省略）

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね
３０分以内に必要なサービスが提供され
る日常生活圏域（具体的には中学校区）
を単位として想定

相談業務やサービスの
コーディネートを行います

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO  等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

・急性期病院
・亜急性期・回復期
リハビリ病院

病気になったら･･･

医 療

日常の医療：
・かかりつけ医
・地域の連携病院

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス

・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

介護が必要になったら･･･

介 護

通院・入院

住まい

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

認知症の人

通所・入所

（地域包括ケア研究会）



現状と課題！

・医師の地域偏在（特にへき地）

・若手医師の減少

・高齢医師の引退

・診療科の偏在

・持続可能な医療提供体制の構築

・地域包括ケアの担い手の不足

県全体の人口減少、過疎化、高齢化

へき地・地域医療の確保はライフラインのひとつ

まち（地域）づくり・人づくり



ふるさとの医療を守る仕組み

第７次山口県保健医療計画（H30〜）

【キーワード】

◯県の修学資金制度（緊急医師確保対策枠、自治医大等）

◯山口県地域医療支援センター（県と大学の連携）

◯学生に「地域医療マインド」を伝えるセミナー

◯地域のニーズに対応できる「総合診療医」の養成

◯へき地医療支援部

地域医療に関心が持てる医師人の育成



へき地医療支援センター （H25〜）

◯診療支援（へき地医療拠点病院として）

巡回診療：無医地区対策

代診：へき地診療所の支援対策

休日夜間診療支援：萩市、長門市（H25〜）

へき地医療支援ベッド機能（H26〜）

医師派遣：周南市（H28〜）・山口市（R3〜）

◯仕組みづくり（県医療政策課と連携して）

県・市町と「へき地医療」を守る仕組みづくり

シモノセキ・キラキラプロジェクト

遠隔医療：厚労省の実証事業、山口県５Ｇ実証事業

◯次世代の育成とメンター（へき地勤務医師のサポート）

医学生：やまぐち地域医療セミナー

初期研修医：地域医療、短期総合、総合内科、家庭医入門コース

後期研修医：長州総合診療プログラム（新専門制度に対応）

アドバンスコース・フェローコース・キャリアチェンジコース

自治医大卒義務内医師のサポート

SCRUM（Support Center for Rural Medicine）

Support Center for Rural Medicine (SCRUM)

Yamaguchi Prefectural Grand Medical Center



長州総合診療プログラム ICTをフル活用

Webレクチャー（毎月）

卒後 1 2 3 4 5 6 7 8 9

派遣事由 初期臨床研修
へき地勤務 ①

（総合診療専門研修）
へき地勤務 ② 後期研修

へき地
勤務③

派遣先
山口県立総合医療
センター（県総）

へき地医療機関 A
総合診療研修Ⅰ 12か月

総合診療研修Ⅱ 6か月

内科６ヶ月

県総
内 科 6か月
小児科 3か月

救急科 3か月

へき地医療機関 B 県総
希望診療科

へき地
医療機関

C

◯新制度における９年間
（制度開始は30年）

前半 後半

総合診療専門医の取得
医師の質の向上と担保

総合診療専門医としてへき地医療に貢献
へき地に良質な医療の提供

Webでへき地の専攻医と県内外のプログラムとつながる（県から助成あり）

Webカンファレンス（毎週）

・診療の質の向上
・コミュニケーション増
・専攻医の孤立を防げる
・心身のフォローが可能
・県外からの医師確保
・へき地の生の情報を得る
・へき地の教育環境が整う



厚生労働行政推進調査事業（原田班）
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｢へき地医療の推進に向けたオンライン診療体制の構築についての研究｣
（H30ー医療ー指定ー018）

➢ 国内の離島へき地におけるオンライン診療の現状と課題
➢ へき地におけるオンライン診療モデルの検証＠山口県
➢ 海外視察（米国，豪州，英国，デンマーク）
➢ オンライン服薬指導と電子処方箋
➢ ネットワーク・セキュリティ
➢ 小児、産婦人科領域における遠隔医療

2019年11月〜 前野教授（つくば大学）の分担研究として活動開始

山口県立総合医療センターへき地医療支援部 原田昌範

令和元年度（2019年度）の研究報告書
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2019/193011/201922037A_upload/201922037A0004.pdf
令和２年度（2020年度）の研究報告書
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202022011A-buntan1.pdf

2021年4月〜 主任研究として（３年間）

｢海外の制度等の状況を踏まえた離島・へき地等におけるオンライン診療
体制の構築についての研究｣（課題番号：21IA2007）

https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2019/193011/201922037A_upload/201922037A0004.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202022011A-buntan1.pdf


海外視察でできたネット
ワークで世界のコロナ対策
（オンライン診療）を把握



5Gを利用した県の実証も2月開始予定
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５Gによる
へき地医療支援事業

・上部消化管内視鏡
・嚥下リハ
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暮らしに寄り添える医療人

なんでも相談できる医療人

地域の医療に関心の持てる医療人

住み慣れた地域で自分らしく
安心して暮らし続けるために

「地域まるごとケア（地域包括ケア）」
を実践できる医療人



やまぐち地域医療セミナー（７自治体）
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今年はコロナ禍のため
完全オンライン開催

下関は「キラキラプロジェクトメン
バー」を中心にセミナーを企画

医学生（山大・自治医大）：21名
看護学生（県内各地域） ：17名
下関枠（社会福祉、国際総合科学）

：４名



オンライン地域医療セミナー＠周南市
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MC原田

訪問看護師にインタビュー

住職の法話コミュニティと座談会

周南市長と対談
オンライン飲み会
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全体報告会
医学部

山口大学
自治医科大学

看護学部
山口県立大学
周南・岩国・周防大島

山口大学国際総合科学部
県庁、７自治体、各医療機関
コミュニティ



やまぐち地域医療セミナー2021
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自治医科大学医学部
山口大学医学部医学科
山口県立大学看護学科
山口県立萩看護学校
岩国看護学校
徳山看護専門学校
山口大学医学部保健学科
島根大学医学部看護学科
山口東京理科大学薬学部

ハイブリッド開催



やまぐち地域医療セミナー（高校生向け）
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地域包括ケアシステム人材養成事業支援業務

下関市とへき地で多職種人材育成

・H30(2018)〜R2(2020)

・R3(2021)〜

石丸文至先生

地域包括ケア人材養成プログラム等支援業務



PBL（プロジェクト型課題解決研究）令和２年度〜

(仮)

プロ ジェ ク ト の概要

将来の地域づくりを担う地域包括ケア（保健・医療・福祉・民間・その他）の若手人材を豊田町

（下関市）に呼び込み、地域ぐるみで育てるための＜人づくり／まちづくり＞企画の立案・実践

◇ 地域医療はまちづく り である

◇ 地域社会と 保健・ 医療・ 福祉専門職（ の卵） の橋渡し

★ どのよう に呼び込むか ★ どのよう な人材をどのよう に育てるか

★ 地域コ ミ ュ ニティ のはたす役割 ★ と も に地域づく り を考える

★ 専門職や行政と は異なるコ ミ ュ ニティ ・ デザイ ンの視点・ 方法に期待

※ その他： やまぐ ち地域医療セミ ナー（ ８ 月20日過ぎ？） 等のイ ベント ・ 企画への参加

求める 学生
★ 日本そし てアジアの未来を先取り 体験し たい学生

★ 中山間地域のコミュニティ・デザインに関心がある学生

★ 地域のリ アルな社会課題に対し て、 実践的に取り 組める学生

★ 地域住民や多種多様な専門職・ 学生たちと協働できる学生

★ フィールドワーク(参与観察・ イ ンタ ビュ ー)を楽し める学生

選考基準
◇レポート （ 志望動機・ 自己PR、 600字程度、 添付メ ールにて）

◇面接（ 随時） ※志望者多数の場合は成績も 加味する

パート ナー： 山口県立総合医療センターへき地医療支援部
山口県内のへき地医療の支援、 仕組みづく り 、 人材育成

https://www .facebook.com/yamaguchi.hekichisien

主担当： 星野 晋 ※ 詳細は研究室まで聞きに来てく ださ い

星野研究室： 国総棟２ F210 hoshino@ yamaguchi-u .ac. jp

地域包括ケア人材養成プログラム等支援業務

山口大学国際総合科学部：星野晋准教授



「とよたび」多職種・異業種による学生実習

医学部・看護学部・薬学部・栄養学部
社会福祉学部・国際総合科学部

Zoom会議



令和３年〜「未来へ」プロジェクト再始動

次世代の医療人を地域みんなで育てる

◯ プロジェクトチームのメンバー

豊田中央病院（医師、薬剤師、看護師、栄養士、MSW、PT、事務）

千葉クリニック、エーデル薬局

菊川・豊田地域包括支援センター

社会福祉協議会・訪問看護ステーション

豊田保健センター

地域住民（まちづくり協議会、、、、）

PBL学生（山口大学国際総合科学部）

県立総合医療センターへき地医療支援部

どうしたら住み慣れた地域で安心して
自分らしく暮らし続けられるのか
地域の皆さんと一緒に取り組む



キラサロ ＆ とよたび 2021

26



プロジェクトで見えてきた「チーム豊田」

次世代の「地域包括ケア」の人財育成の拠点を目指す

課題は地域住民と共に次世代の医療人を育てる文化の醸成
Community-engaged medical education（地域参加型地域医療教育）
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地域住民と一緒に次世代の医療人を育てる


